
  

ビキニ国賠訴訟裁判では、高知地裁、高松高裁とも、①国家賠償請求権は除斥期間を過ぎてい

る。②政府が意図的に隠した事実はない。とし、訴えを棄却しました。 しかし一方で、「漁船員の

救済の必要性については改めて検討されるべきと考える」と、元船員らの救済の必要性に言及し、

被ばくの事実を認定し、立法府・行政府に救済の道を促したのです。 「ビキニ事件」はまだ終わっ

ていないのです。 

原告団と弁護団は、国賠訴訟から行政訴訟に切り替へ、被ばく船員訴訟として、高知地裁と東京地

裁の二つの裁判所で審理が始まっています。 

ビキニ被ばく船員訴訟支援する会は、原告 19名と弁護士 24名でたたかう人間の尊厳をかけた裁

判です。裁判費用は1,000万円を見込み、うち500万円以上を、クラウドファンディングで全国に

募り裁判を財政面からささえます。 

「ビキニ事件」は、戦後の闇に葬られた人権侵害事件です。元漁船員に残された時間は少なくなっ

ています。一日も早く、遺族と共に救済されることを願い多くのみなさんのご協力よろしくお願いし

ます。 

 

 

クラウドファンディングのページは右の 
右の QRコードからお入りください 
アドレス https://readyfor.jp/projects/Bikini1954 

「代理支援」は、高知県原水協 TEL（088）875-3917 

 

 

 

 

二つの裁判を支えるクラウドファンディング 
10/25現在、３1０万円を超える！ あと２００万みんなの支援で！ 

 

11月1日(火) 
みんなで参加しようクラ

ウドファンディングの日 

氏  名 金  額 メールアドレス 住   所 返礼品 

     

有・無 

 

現金お預かり記載らん 2022年   月    日 （下記欄にご記入の上、関係者にお渡しください） 

https://readyfor.jp/projects/Bikini1954

